
ど

う
な

る
分
村
問
 

と
み
に
 

活
澱
と
な
つ
て
い
る
が
、
ど
の

町
村
に
お
い
て
も
賛
否
両
論
が

あ
り
、

こ
れ
が
た
め
何
れ
も
住

民
投
栗
な
ど
に
よ
つ
て
の
最
終

的
帰
結
が
行
わ
れ
て
い
る
、
五

所
川
原
市
に
関
連
す
る
隣
接
町

村
の
分
村
合
併
問
題
も
仲

4
に

陽
の
眼
を
見
そ
う
に
も
な
く
、
 

成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
 

外
崎
市
長
は
本
問
題
に
つ
い
て

広
報
編
集
記
者
の
質
問
に
対
し

次
ぎ
の
よ
う

に
見
解
を
表
明
し

て
い
る
。
 

係
「
五
所
川
原
市
と
し
て
こ
の

分
村
問
題
を
ど
う
い
う
風
に
考

え
て
い
ま
す
か
」
 

市
長
 
こ
ち
ら
は
受
入
側
だ
か

ら
特
別
の
対
策
と
か
働
き
か
け

と
か
は
し
な
い
、
自
然
の
成
行

が
こ
れ
を
解
決
し
て
呉
山孝
っ
事

と
思
つ
て
い
る
。
 

保
「
時
の
解
決
を
待
つ
と
い
つ
 

い
う
も
の
も
無
視
す
る
訳
に
も

一
住
民
感
情
に
従
が
わ
う
と
考
え

ゆ
か
な
い
が
、
何
分
自
分
の
体
一
て
い
ら
れ
る
。
だ
か
ら
木
造
町

か
ら
羽
織
り
を
脱
が
さ
れ
袴
を
ー
の
川
除
関
係
の
吸
収
は
そ
う
困

持
つ
て
行
か
れ
る
と
い
う
よ
う
一
難
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
 

な
事
に
な
つ
た
場
合
、
何
が
何
一
 

紛
入
 
』
可
 

！
》
 

で
も
こ
れ
を
離
す
ま
い
と
す
る
一
 

ー
 
ー
 

の
が
人
間
の
本
能
だ
、
だ
か
ら
一
 
国

境
な
し
 

短
兵
急
に
遮
一
一無
二
解
決
を
図
 
係
「
現
在
小
曲
部
落
の
小
学
児
 

ろ
う
と
い
う
事
よ
り
も
当
該
町
 
童
を
本
市
の
小
学
校
に
収
容
し
 

村
長
の
立
場
も
考
え
な
が
ら
時
 
て
い
ま
す
が

：
・
一
 

を
詩
つ
て
解
決
す
る

と
い
上
ノの
山
巾
慶
 
数
育
こ
国
寛
ま
な
い
、
 

分
村
気
分
壌
る
梅
田
部
落

の
貼
紙
 

、
 

小
曲
部
落
が
た
と
え
木
造
町
の

行
政
区
域
内
だ
と
し
て
も
、
岩

木
川
ー
ッ
狭
ん
で
呼
ぺ
ば
答
え

る
部
落
の
児
童
が
地
理
的
条
件

か
ら
本
市
の
小
学
校
に
入
り
た

い
と
い
う
な
ら
喜
ん
で
こ
れ
を

受
入
れ
て
も
差
支
あ
る
ま
い
，
 

と
れ
は
雅
量
と
か
人
情
と
か
い
 

5
よ
り
も
人
道
上
の
問
題
だ
，
 

セ
ク
レ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
考
え
方

で
は
大
き
な
問
題
の
解
決
は
出

き
な
い
。
 

係
「
分
村
計
画
の
概
要
と
将
来

の
大
五
所
川
原
市
建
設
の
構
想

に
つ
い
て
」
 

市
長
 
知
事
勧
告
を
受
け
て
い

る
も
の
は
鶴
田
町
の
梅
田
、
中

泉
の
一
一部
落
三
百
三
十
三
世
帯
 

「
千
百
五
十
大
人
、
金
木
町
長

富
部
落
百
三
＋
四
世
帯
八
百
七

十
四
人
、
木
造
町
小
曲
部
落
七

十
五
世
帯
五
百
一
一
十一
人
で
、
 

問
題
の
梅
沢
小
学
校
 

解
決
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
、
幸
い
去
る
十
日
鶴
 

田
町
に
対
し
県
知
事
よ
り
梅
田
 

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
格

別
の
御
協
力
を
頂
き
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
 

昭
和
三
十

一
年
度
も
既
に
始

り
今
月
か
ら
新
し
い
年
度
の
納

税
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
市
財
政
の
大
半
を
税

に
よ
つ
て
ま
か
な
つ
て

い
る
本

市
発
展
の
上
か
ら
も
、
納
税
は

徴
収
員
の
み
に
た
よ
る
こ

と
な

く
、
あ
く
ま
で
も
市
民
各
自
の

責
任
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
納

期
ま
で
に
進
ん
で
市
金
庫
へ
納

付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

な
お
市
税
の
納
期
は
左
の
通

り
で
あ
り
納
期
前
納
付
者
に
対

し
て
は
税
法
の
規
定
に
よ
つ
て
 

報
償
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

又
皆
様
に
配
付
さ
れ
ま
し
た

令
書
に
つ
い
て
、
・
異
議
の
あ
る

人
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ

つ
て
市
税
の
減
免
を
う
け
た
い

人
は
、
規
定
の
期
間
内
に
文
書

を
も
つ
て
申
し
立
て
充
分
な
つ

と
く
の
上
市
民
全
部
が
笑
つ
て

完
納
下
さ
る
よ
う
重
打
て
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

記
 

一
、
市
税
の
納
期
 

第
一
期
 
大
月
 
三
十
 
日

第
一
一
期
 
八
月
三
十

一
日

第
三
期
 
十
月
三
十

一
日

第
四
期
十
ニ
月
「
十
八
日

水
利
地
益
税
 
五
月
三
十
一
日

一
、
市
税
の
異
議
申
立
の
期
間

第
一
期
の
令
書
を
配
付
さ
れ

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
。
 

一
、
市
税
の
減
免
申
請
の
期
間

第
一
期
の
納
期
の
七
日
前
ま

で
。
 

叱
 

一
、
市
税
の
異
議
申
立
減
免
申

請
の
用
紙
は
市
税
務
課
に
備

付
け
て
あ
り
ま
す
。
 

一
、
市
税
に
つ
い
て
の
疑
問
や

御
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
何

時
で
も
市
税
務
課
に
御
相
談

願
い
ま
す
。
 

母
子
相
談
 

所
 
開
 
設
 

四
月
七
日
母
子
福
祉
会
総
会

で
発
表
致
し
ま
し
た
通
り
、
母

子
家
庭
の
皆
様
の
た
め
に
市
福

祉
事
務
所
内
に
相
談
所
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

母
子
家
庭
に
対
し
て
は
、
法

律
も
制
定
さ
れ
て
居
り
ま
す
が

皆
様
は
こ
れ
を
活
用
し
て
今
日

か
ら
の
生
活
を
明
る
く
し
、
そ

の
他
色
々
困
つ
た
こ
と
や
悩
み

に
対
し
て
は
、
母
子
相
談
保
員

も
居
り
ま
す
の
で
、
女
性
同
志

で
ご
相
談
も
で
き
ま
す
か
ら
ご

利
用
下
さ
い
。
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市の人口動態 

(3月末日現在） 
（住民登録による） 
人口38.571 世帯 6.79' 
出生 97 転入 9I 
死亡 26 転出 5 

知
事
 
て
も
分
村
希
望
派
の
感
情
を
見
 
が
筋
道
と
思

つ
て
い
る
。
 

勧
告
に
 
捨
て
、
置
く
訳
に
も
行
か
な
い
一
係
「
ど
の
町
村
も
知
事
勧
告
に

基
く
県
 
と
思
い
ま
す
が
…
」
 
一
従
わ
な
い
と

い
う
の
で
し
よ
う

下
の
分
 
市
長
 
当
該
町
村
の
理
事
者
の
ー
か
」
 

村
活
動
 
苦
衷
と
い
う
も
の
は
私
も
よ
く
一
市
長
 
木
造
の
成
田
町
長
さ
ん

が
最
近
 
解
つ
て

い
る
。
住
民
の
感
情
と
ー
は
非
常
に
大
乗
性
の
あ
る
方
で
 

印
食

重
に
も
慎
重
を
期
し
、
し
 
に
も
改
善
要
望

の
声
が
あ
り
ま

、
」か
に
丁
散
誠
土
長

5
十
三
ョ
．
市
民
私
 

か
も
相
手
町
村
長
の
立
場
を
も
 
す
が
」
 

・
 

司
町
長
富
部
落
の
五
所
川
原
市
 
鈍
一
邦
 
メ
月
 

三
十
 
日
 

考
え
て
じ

つ
く
り
時
を
待
つ
て
 
市
長
 
こ
れ
は
都
市
計
画
の

一
 合
併
に
関
す
る
知
事
勧
告
を
否
 
第
ニ

拷
 
八
月
三
十
一
日
 

環
と
し
て
こ
れ
を
統
合
す
る
た
 
決
し
た
、
近
く
知
事
よ
り
住
民
 
第
三
期
 
十

月
三
十

一
日

め
の
研
究
機
関
を
設
け
る
べ
く
 
投
票
の
請
求
が
行
わ
れ
る
も
の
 
第
四
期
十
」

月
一
一十
八
日

目
下
研
究
中
で
あ
る
o
 

と
見
ら
れ
る
。
 

国
民
健
康
保
険
税
 

本
年
中
に
実
現
か
 

長
橋

ー
松
島
線
バ

ス
 

日
を
追
う
毎
に
発
展
し

つ
、
 
住
民
の
便
宜
を
図
つ
て
も
ら
い

あ
る
五
所
川
原
市
の
新
市
城
住
 
た
い
と
、
五
所
川
原
市
長
、
五

民
の
生
活
も
驚
く
ほ
ど
向
上
し
 
所
川
原
市
議
会
議
長
、
青
森
県

て
い
る
が
、
こ
れ
が
た
め
従
来
 
土
木
事
務
所
五
所
川
原
田
張
所

交
通
女
化
の
恵
み
を
受
け
て
い
 
長
及
び
弘
南
パ
ス
会
社
に
対
し

な
か
つ
た
松
鳥
、
長
橋
地
域
の
 
全
住
民
の
連
署
を
以
て
嘆
願
書

人
達
は
各
地
へ
の
交
通
に
非
常
 
を
提
出
し
た
。
 

な
不
便
を
か
こ
ち
、
各
機
関
に
 
市
で

は
既
に
こ
れ
に
対
す
る

対
す
る
改
善
要
望
の
声
が
強
か
 
措
置
を
考
究
中
で
あ
り
、
去
る

つ
た
が
、
こ
の
程
長
尾
喜
栄
、
 
十
三
日
青
森
県
建
築
課
長
の
来

小
田
桐
政
吉
両
市
議
の
紹
介
に
 
市
を
得
て
現
地
視
察
を
求
め
、
 

よ
り
、
五
所
川
原
市
を
基
点
と
 
本
年
中
に
道
路
の
改
修
を
得
る

す
る
松
島
経
由
長
橋
よ
り

大
釈
事
に
な
つ
た
の
で
、

住
民
の
要

迦
、
青
森
へ
の
パ
ス
路
線
を
結
 
望
す
る
パ
ュ
の
開
通
も
本
年
中

ぶ
区
間
に
バ
ュ
路
線
を
敷
設
し
ー
に
は
実
現
す
る
見
透
し
で
あ
る
 

一
市
税

の
納
付
に
つ
い
て
一
 

何
れ
も
五
所
川
原
市
と
の
関
係
 
中
泉
部
落
の
分
村
勧
告
に
対
す

が
深
く
住
民
の
多
数
が
分
村
を
 
る
住
民
投
票
の
請
求
が
な
さ
れ

希
躍
し
て
い
る
。
殊
に
梅
田
、
 
た
か
ら
、
規
程
に
よ

つ
て
三
十

中
泉
部
落
の
如
き
は
歴
史
的
に
 
日
以
内
に
投
票
が
行
わ
れ
る
事

も
本
市
と
の
繋
り
が
深
く
、
そ
 
に
な
ろ
う
。
将
来
の
大
五
所
川

の
経
済
生
活
は
本
市
と
の
関
係
 
原
の
建
設
計
画
は
期
待
す
べ
き

を
絶
つ
て
成
り
立
た
な
い
も
の
 
も
の
が
あ
る

o
青
函
海
底
ト

ン

が
あ
り
、
地
理
的
に
も
又
本
市
 
ネ
ル
の
開
通
が
実
現
す
れ
ば
鉄

の
行
政
区
に
あ
つ
た
方
が
至
便
 
道
の
中
心
は
青
森
市
か
ら

五
所

で
あ
る
。
長
富
、
小
曲
両
部
落
 
川
原
市
に
移
る
事
は
そ
の
立
地

民
も
感
情
的
に
は
五
所
川
原
市
 
条
件
か
ら
火
を
見
る
よ
り
も
明

民
て
左
る
 
こ
グ
ダ
声
属
「
ハ
ー
カ
で
、
こ
お
を
中
、七
に
L
て
計
 

．
埼
、
 
出
野
里
、
曲
豆
田
、ムフ
」ロ
と
一面
「
しこ
劇
（
て
」
ょ

ユJ
h
I
よ
、・
‘・
つ
」
“
戸

柏
村
の
鷺
坂
部
落
も
本
市

へ
の
 
五
所
川
原
駅
の
移
転
計
画
も
こ

吸
収
を
希
望
し
て
い
る
が
、
し
 
の
計
画
の
一
環
と
い
う
事
も
出

か
し
こ
う
い
う
問
題
は
単
純
に
 
き
よ
う
。
 

考
え
て
解
決
を
急
ぐ
こ
と
は
、
 
係
「
市
内
に
錯
嬢
す
る
多
数
の

却
つ
て
問
題
を
こ
じ
ら
せ
逆
効
 
用
水
堰
は
大
都
市
計
画
の
上

に
 

自
転
車
、
荷
車税
四
月
三
十日
 
市
政
ク

総

曾
 

固
定
資
産
税
 
五
所
川

原
市
議
会
の
市
政
倶

第
一
期
 
五
月
三
十
一
日
 
楽
部
は
四
月
二
十
ニ
日
午
前
十

第
二
期
 
七
月
三
十

一
日
 時
か
ら
七
和
村
狼
長
根
公
園
で

第
三
期
 
九
月
三
十
 
日
 
総
会
を
開
い
た
。
 

時
を

待
っ
て

解
決
 

外
崎
市
長
見
解
を
表

明
 

日
 

A叫
u
 

hノ
」
 

月
 

d
I
 

年
 

h‘。
 

和
 

昭
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月
 

d
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年
 

和
 

昭
 

放 任 用 計 	量 	制 

共
用
栓
の
う
ち
家
事
目
 

共
用
栓
 

連
合
栓
 

家
亭
用
 

共
用
栓
 

エ
事
用
 

観
賞
用
 

工
業
用
 

団
体
用
 

湯
屋
業
 

営
業
用
 

家
事
用
  

I用 

途 

ク
  

ク
  

五
人
ま
で
 

一
〇
 
ク
 

五

0
 4
 
 

一
〇
 

ク
 

一
0
0
4
 
 

」
0
4
-
 

 

」
0
0
 4
 
 

一
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ク
 

一
0
立
米
 

基
本
水
量
 現

 
行
 
料
 

金
 

一
外
に
使
用
す
る
も
の
 

一
8
円
 

一
〇
0
円
 

一
四
五
円
 

一
〇
〇
円
 

大
〇

0
円
 

一
〇
0
円
 

一
、五
〇
〇
円
 

三
〇
〇
円
 

一
、八

0
0円
 

四
〇
〇
円
 

一
ニ
〇
円
  

‘
基
本
料
金
 

一
 一
  〇
 

ニ
〇
 

一
人
増
す
ニ
う

毎
ノ
井
心
」
〇
 

一
五
 

ニ
0
  

一
五
 

一
 一
  〇
  

」
0
  

一
0
  

「
五
 

一
傍
珠
ニ〇
円
 

超
過
水
量
料
金
 

四

0
0円
 

一
七
0
円
  

】
七
〇
円
  

」
五
〇
円
 

一
七
〇
円
 

一
、〇
一
一〇
円
 

一
七
0
円
 

一
一
、
五
五
〇
円
 

五

一
〇
円
 

三
、〇
大
〇
円
 

大
八
〇
円
 

一
九
〇
円
 

基
本
料
金
 

改
 

正
 
料
 

金
 

一
 
一
  〇
  

「
0
  

」
0
  

か
人増
せ
一0
  

一
五
 
 

」
0
  

一
五
 
 

」
0
  

一
 一
  
〇
 

一
  〇
 

一
一
五
 

一傍
珠
」
〇
円
 

超
過
水
最
料
金
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T
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E
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約
押
費
 
一
，八
匹
匹

計
 

五
、
四
九
ニ

こ
の
差
引
支
出
増
三

十
三
万
一
一千
円
は
需

要
費
減
額
に
よ
つ
て

補
う
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。
 

外
崎
市

長
の
話
 

一
部
市
民
の
中
に

は
今
回
の
料
金
の
改

正
は
ふ
に
落
ち
な
い

と
い
う
よ
う
な
声
も

あ
る
と
聞
く
が
、
こ

れ
は
改
正
の
内
容
を

よ
く
諒
解
し
て
も
ら

え
な
い
か
ら
で
あ
る

三
十
一
年
度
に
は
青

森
市
や
八
戸
市
で
も

値
上
げ
を
す
る
事
に
 

な
つ
て
い
る
が
、
こ
 

表
 

正
 

改
 

金
 

料
 

道
 

水
 

待
望
の
二
十
四
時
間
給
水
 

1Iし
 

大

k
乃
不
、
女
も
一
」
命
さ

n
ん
 

“一
 

五
所
川
 
旋
に
よ
り
、
昭
和
一
一
十七
年
建
一
た
め
一
時
工
事
を
中
止
し
て
東
 

【
x
 

原
市
民
の
 
設
省
よ
り
こ
の
拡
張
工
事

の
認
一
京
都
水
道
局
金
町
工
事

4
務
所
 

t「
m
 

最
大
の
悩
 
可
を
得
た
、
し
か
し
大
蔵
省
，

」
長
浅
野
忠
雄
氏
の
視
察

を
乞
い
 

‘
一
て
 

み
で
あ
る
 
自
治
庁
が
地
方
公
共
団
体

の
起
」
現
状
に
適
合
し
た
設
計
の
変
更

ね
か
」
 

と
共
に
多
 
債
抑
制
の
方
針
を
取
つ
て

い
た
ー
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
 

非
び
 

年
の
要
望
 
の
で
、
こ
の
拡
張
工
奄
に
必
要
 
一
、
取
水
塔
の
構
造
を
変
え
て
 

h
智
 

で
あ
つ
た
 
な
五
千
大
百
四
十

万
円
の
資
金
 
こ
れ
を
取
入

口
と
し
川
の
水
位
 

・

打
 

上
水
道
の
 
繰
り
が
出
来
ず
、
空
し

×
ニ
ケ
 
の
低
下
に
際
し
て
も
容
易
に
計
 

、
ノ
 
第

一
期
拡
 
年
を空
費
し
た
が
、
そ
の
後
一
一
画
水
量
の
取
入

が
出
来
る
よ
う

ノ
し
 

張
工
事
は
 
十
八
年
度
分
と

t
て
一
一
百
万
円
 
に
し
、
工
事
も
安
全
に
で
き
易
 

己
一
】
 

匁
『
期田
架
一

】
十
九
年
度
分
と
し

て
七
百
万
 
い
よ
う
に
す

る
。
 

に
り
 

雪
を
衝
い
 
円
の
起
債
許
可
が
山
mつ
た
の
で
 
「
、
導
水
管

の
布
設
工
亭
は
全
 

小
 

て
の
突
貫
一

一十
九
年
十
月
か
ら

m
設
省
の
 
而
的
に
レ

1
ト
パ
イ
ル
を
使
用
 

い
マ
 

工
事
が
実
 
指
定
業
者
に
よ
つ
て
愈

L、
着
エ
 
す
る

と
共
に
基
礎
工
事
を
強
固
 

I
 

を
結
ん
で
 
し
た
、
と
こ
ろ
が
、
当
初
の
計
 
に
す
る
。
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

愈

4
待
望
の
「
十
四
時
間
給
水
 
水
を
導
水
管
で
運
ぷ

T
事
が
，
 
年
十
月
工
事
を
再
開
し
た
。
 

が
全
市
域
に
開
始
さ
れ
る

o
 
粒
子
の
細
い
砂
層
間
で
行
う
た
 
し

か
し
悪
天
候
に
妨
げ
ら
れ

本
市
の
上
水
道
布
設
の
歴
史
 
め
多
量
の
湧
水
と
砂
が
噴
き
出
 
て
エ
事
が
意
の
如
く
な
ら
ず
、
 

は
古
く
、
昭
和
ニ
年
に
布
設
し
 
し
、
エ
事
の
進
行
が
不
可
能
な
 
現
在
で
十
川
横
断
工
事
の
完
成
 

消
防
の
立
場
か
ら
 

小
野

消
防

署
長

の
話
 

の
旧
市
人
口
二
万
人
と
い
う
膨

張
振
り
か
ら
見
た
場
合
、
上
水

道
と
い
う
の
は
ほ
ん
の
名
ば
か

り
で
、
時
間
給
水
の
余
儀
な
い
 

圧
船

・
α
 

一
」
一
一

」
繊一
一
一
一

一一
一
一

一
一
繊
一一一
一
一

一
一
一
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一
一

「
「一「、
」
一
驚
灘

繊
麟
難
繊
 

（
写真
は
上
乗
の
成
績
を
収
 
に
改
正
す
る
が
、
こ
れ
は
市
と
 
の拡
張
工
事
費
総
額
が
事
務
費
 

支
 
出
 

（
以
上
三
十
一
年
度
子
算
内
示
 
屋
肋
「
」馴

作
召
か

戸
ヒ
い
ヒ
「
 

一
】．
1一
ー
 
一I一
‘ー
ー
、
，→
 

ー
 
・

、
・
i‘ー
‘
 
・
 
唾

！
西
r
,,dブ
首
ブ
し

Jム
ー
 Jム
‘
し
 

め
た
水
道
の
水
圧
試
験
）
 

し
て
は
財
政
収
支
の
関
係
上
全
 
を
合
し
て
約
太
千
大
百
円
と
い
 
起
債

償
還

三
、
大
四
八
千
円
 
会
の
説
明
か
ら
）
 

と

E
片
ま
ナ

o
 

‘
 

い
 

、
‘
 

J・
‘
 

電
休
に
件
う
 

配
水

に

つ
い

て
 

四
月
一
日
か
ら
待
望
の
完
全

給
水
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
 

来
る
一一十
四
日
は
電
休
日
で
下

平
井
水
源
池
及
び
元
町
浄
水
場

か
ら
の
送
水
が
で
き
な
い
の
で

飯
詰
浄
水
場
か
ら
送
水
す
る
の

で
水
圧
低
下
の
た
め
場
所
に
よ

つ
て
は
、
給
水
不
充
分
の
個
所

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
日

だ
け
で
す
か
ら
、
ご
不
自
由
で

も
が
ま
ん
し
て
下
さ
い
。
 

簡
保
四
十
周
年
記
念
増
募
 

加
入
し

ょ
う

簡

保
へ
 

自
主
経
済
体
制
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、
国
民
の

】
人
一
人

が
消
費
の
節
約
と
合
理
化
を
図

り
計
画
的
貯
蓄
を
実
践
し
生
活

の
基
礎
を
ま
す
ま
す
強
固
に
す

る
”
」と
が
肝
要
で
す

o
 

前
記
主
旨
と
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
五
所
川
原
郵
便

局
で
は
四
月
一
日
か
ら
五
月
三

十

一
日
ま
で
、
皆
さ
ん
の
将
来

の
生
活
の
設
計
に
ふ
さ
わ
し
い

簡
易
保
険
を
，
よ
り
積
極
的
に

増
加
さ
せ
て
い
た

y
き
市
民
の

生
活
の
安
定
と
長
期
資
金
の
蓄

積
に
寄
与
す
る
た
め
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

言
う
ま
で
も
な
く
、
簡
易
保

険
は
安
全
確
実
な
国
営
事
業
で

そ
の
積
立
金
は
地
方
に
還
元
さ

れ
て
地
方
の
文
化
施
設
に
融
資

さ
れ
公
共
団
体
や
市
町
村
の
大

切
な
事
業
に
使
わ
れ
、
そ
の
額

は
今
年
度
は
五
大
五
億
円
と
子

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
に
お
い
て
も
小

中
学
校
の
増
改
築
、
道
路
改
修
 

て
全
国
地
方
小
都
市

の
草
分
け

を
な
し
、
県
内
で

は
青
森
市
に

次
い
で
第
一
一番
目
の
記
録
を
持

つ
て
い
る
。
 し
か
し
当
時
の
供

給
目
漂
人
口
は

一
万
ニ
千
人
で
 

状
態
に
億
か
れ
て
い
た
、
し
か

も
累
次
の
劫
火
に
見
舞
わ
れ
た
一

本
市
が
、
火
勢
拡
大
の
大
き
な
一

原
因
と
見
ら
れ
る
の
が
水
利
の
一

不
便
に
あ
り
、
こ
の
問
題
解
決

の

一
策
と
し
て
も
上
水
道
の
拡

張
が
大
き
な
急
務
と
目
さ
れ
て
一

い
た
、
市
の
理
事
者
が
上
味
道
 

の
拡
張
と
消
防
施
設
の
拡
弾
と
 

充
実
に
意
を
注
い
だ
の
は
当
然
 

で
、
名
方
殖
の
権
威
の
指
導
斡
 

一
日

一
人
当
り
の
供
給
量
は
九
 

水
道
が
完
成
し
て
も
完
全
消
 
今
ま
で
の
消
防
は
既
設
貯
水
槽

五
リ
ツ
ト
ル
に
過
ぎ
ず
、
今
日
 
防
と
い
う
事
は
六
ケ
し
い
が
、
 
と
用
水
堪
だ
け
に
頼
つ
て
い
た
 

一
 
一
 
一
 一
 
一
 
一
 

し
 

近
く
全
工
 
画
で
あ
る
元
町
地
先
の
岩
大
川
 
市
と
し
工
事
費
も
四
百
五
十
九

事
を
完
成
 
右
岸
に
取
水
塔
を
設
け
て
表
流
 
万
円
を
追
加
す
る
事
と
し
て
昨
 

つ
て
水
道
の
圧
力
試
験
を
行
っ
 

ー
 
圧
船

・

α

・
ー
・
 

収
 
入
 

か
く
張
工
事
に
要
し
た
資
金
の
 
橋
，
替
、
市
営
住
宅
建
設
、
児
 

」
護
繋難
「
加‘
都
和
勃1
1
ス
が
異
う
 
讐
“
増

蹄
誘
8
5千
円購
「
」誘羅
誌
懸
懸
鷲
鷲
 

増
加
する
か
ら常
備
車は
都
合
 t

 
1
1
H
n

ー
ーコR
 ？
・
ー
・
ゾ
」
ジ、
ー
繰
越
金
 
喬
 

引
謝

』
轟
熱
勃

糾
吠
・
濡濃
誘
濃
に
努
力
 

と
圧
オ
堆
だ
け
に
転
「
一て
い
た
 
一
年
度
の
経
続
事
業
と
し
て
配
 
と
な
ろ
う
、
尚
、
旧
市
内
の
給
 
に
こ
む
三
を
伊
耗
し
て
三
に
料
 
ば
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
値
上

点
か
ら
考
え
る
と
、
上
水
道
の
 
水
池
、
配
水
ポ
ン
ブ
場
及
び
配
 
水
が
確
保
さ
れ
、
ぱ
旧
松
島
及
 
金
を
求
め
る
の
で
あ

る
と
説
明
 
げ
だ
が
、
十
円
の
餅
を
三
ッ
や

拡
張
完
成
に
伴
う
消
火
栓
の
完
 
水
本
管
を
国
道
か
ら
裏
田
町
線
 
び
飯
詰
地
区
の
給
水
も
行
わ
れ
 
し
て
市
民
の
理
解
を
求
め
て

い
 
つ
て
三
十
円
も
ら
う
の
で
あ
れ

備
が
行
わ
れ
、
ぱ
、
先
づ
完
全
 
布
屋
、
旭
町
、
上
平
井
町
を
経
 
る
予
定
で
、
下
平
井
の
水
源
地
 
る
。
水
道
課
が
示
し
て
い
る
値

ば
何
等
不
当
で
な
く
値
上
げ
と

消
防
活
動
が
可
能
と
い
う
事
に
 
過
し
て
飯
詰
よ
り
の
配
水
本
管
 
は
近
く
襲
止
さ
れ
る
。
 

上
げ
に
よ
る
益
収
分
の
使
途
は
 
い
う
事
に
は
な
ら
な
い
、
何
分
 

な
る
。
過
日
消
防
自
動
車
に
よ
 

一
1
』
1
1
L
ー
、
 

r
、
一
一
一
 

次
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
 

に
も
苦
し
い
市
財
政
で
あ
り
、
 

つ
て
水
道
の
圧
力
試
験
を
行
つ
 

に
鋭
意
力
を
注
い
で
い
る
が
．
 
と
連
絡
し
て
全
市
内
の
配
管
を
 
う
彪
大
な
額
に
な
り
、
こ
の
殆
 
の
両
市
の
場
合
は
現
状
の
ま
、
 

こ
れ
も
近
く
完
成
の
子
定
で
あ
 
整
備
し
、
飯
詰
水
源
と
合
し
て
 
ん
ど
を
起
債
に
仰
い
で
い
る
の
 
の
給
水
状
態
で
値
上
げ
す
る
の

り
こ
れ
が
完
成
す
る
と
次
ぎ
に
 
約
一
一
万
五千
の
人
口
に

一
日
一
 
で
、こ
れ
の
償
遺
の
た
め
の
財
 
だ
か
ら
、
或
は
様
々
な
意
見
も

三
十
年
度
事
業
と
し
て
浄
水
施
 
石

一
斗
 （
」
〇
〇
り
プ
ト
ル
）
 
源
を
使
用
料
の
値
上
げ
に
求
め
 
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
、
し

設
に
取
り
か
，
り
、
内
経
三

o
 常
時

」
十
四
時
間
給
水
が
可
能
 
る
以
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
他
 
か
し
五
所
川
原
市
の
場
合
は
水
 

o
粍
の
配
水
本
管
に
よ
つ
て
元
 
と
な
る
か
ら
、
事
実
上
旧
市
内
 
都
市
の
そ
れ
の
よ
う
に
役
所
費

源
池
の
増
設
拡
張
に
よ
つ
て
給

町
、
国
道
通
り
か
ら
栄
町
新
町
 
の
配
水
量
は
給
水
過
剰
と
な
る
 
の
膨
張
に
伴
う
値
上
げ
な
ど

，
 
水
量
を
増
し
、
そ
の
増
し
た

y
 

方
面
に
給
水
さ
れ
、
更
ら
に
仮
 
程
で
、
今
日
の
水
飢
瞳
は

一
挙
 
い
う場
合
と
異
る
点
は
こ
、
に
 
け
の
水
に
対
し
て
料
金
を
払
つ

配
水
管
に
よ

つ
て
鎌
谷
町
を
経
 
に
解
決
し
、
市
民
に
取
つ
て
は
 
あ
る
の
で
、
市
の
理
事
者
側
で
 
て
も
ら
う
の
だ
か
ら
実
質
的
に

て
布
屋
町
、
弥
生
町
に
給
水
さ
 
女
字
通
り
早
天
の
慈
雨
と
な
り
 
は
ー
の
水
に
対
し
て
三

e
料
金
 
は
値
上
げ
で
は
な
い
つ
ま
り

ー
 

れ
る
事
に
な
る
、
更
ら
に
三
十
 
大
火
の
不
安
も
一
掃
さ
れ
る
事
 
を
求
め
る
の
で
吐
く
、
要
す
喝
 
個
十
円
の
餅
を
三
十
円
に
す
れ
 

（

』
 

?
 

一
 I 



私
達
に
は
、
あ
り
が
た
く
な

い
火
災
シ

1
ズ
ン
が
、
 や
つ
て

き
ま
し
た
。
 四
月
、
五
月
は
例

年
な
が
ら
の
カ
ラ
風
が
強
く
、
 

す
ぺ
て

の
物
が
乾
燥
し
き
つ
て

い
る
の
で
、
田
火
し
易
く
、
 火

災
が
頻
発
す
る
の
で
、
消
防
上

厳
戒
を
要
す
る
大
火
承
節
で
す

当
消
防
署
で
は
恒
例
の
春
季

火
災
予
防
運
動
期
間
を
四
月
一

日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
の

長
期
》
ー
ケ月
に
亘
り
実
施
中
で

す
。
 

火
災
の
絶
減
を
期
す
る
た
め

冬
囲

い
の
早
期
撤
去
、
火
焚
場

検
査
及
び
各
防
火
対
象
物
等
の

予
防
査
察
を
行
い
、
火
災
予
防
 

に
万
全
を
期
し
て
居
り
ま
す
か
肩

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
特
に
名
 
」
 

記
事
項
を
遵
守
し
、
防
火
に
充
 

分
ど
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ー
 

ま
す
。
 

③
 
注
意
事
項
 

一
、
強
風
注
意
報
、
火
災
警
報
 

発
令
中
は
焚
火
又
は
歩
行
中
の
 

タ
パ
コ
は
や
め
て
下
さ
い
っ
 

二
、
子
供
の
弄
火
、
子
供
等
の
一
「
 

か
な
い
で
下
さ
い
。
 

手
の
と
ど
く
処
に
は
燐
寸
を
置
 
”
 

戸
堰
る
前
准
」
う
一
度
火響
 

ツ
に
は
水
を
満
水
し
て
お
い
て
，
 

下
さ
い
。
 

四
、
火
災
発
生
の
場
合
は
早
期

通
報
を
忘
れ
ぬ
よ
う
常
に
心
が

け
て
下
さ
い
。
 

尚
、
期
閲
中
に
は
左
記
を
実
施

す
る
。
 

（
イ
）
視
聴
覚
に
よ
る
予
防
宣
伝
 

（
ロ
）
ポ
ン
プ操
法
等
の
訓
練
 

（
ハ
）
各家
庭
及
び
対
象
物
の
査
  

威
力
を
誇
る
速
消
車
陣
 

険
と
認
め
た
と
き
。
 

当
署
前
に
「
火
災
警
報
発
令

中
」
の
掲
示
板
、
又
は
望
楼
の

上
に
旗
、
吹
流
し
等
に
て
告
知

す
る
。
 

警
報
解
除

は
掲
示
板
撒
去
若

し
く
は
、
吹
流
、
旗
の
降
下
に
 

ー
 

煙
炭
・
塵
芥
焼
却
 

に
 
注
 
意
 

只
今
は

一
年
中
で
一
番
火
災
 

消
防

力

の
強

加

野

化

に
つ
い
て

丞
飾に
 

入
り
ま
し
た
過
般
の
能
代
市
の

大
火
は
わ
れ
ノ
く
、市
民
が
過
去
 

「
回
の
大
火
の
苦
難
を
顧
み
て

誠
に
同
情
に
堪
え
な

い
も
の
が

あ
り
ま
す
、
五
所
川
原
市
の
大

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
能

代
の
大
火
も
帰
す
る
と
こ
ろ
は

消
防
力
の
不
足
に
あ
つ
た
の
で

す
、
能
代
市
の
消
防
力
は
旧
式

速
消
車
三
台
、
普
通
自
動
車
ポ

ン
プ
三
台
で
消
防
従
事
員
五
十
 

の
多
、
脱て
戸
・
ラ
彫に
L
 

万
全
を
期
し
て
い
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
最
》妻
屋
外
の
煽
炭
焼

塵
芥
焼
等
で
火
災
が
各
地
に
発

生
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
左
記

事
項
を
守

つ
て
下
さ
い
。
 

周
囲
に
可
燃
物
の
あ
る
場

所
で
焼
か
な
い
こ
と
。
 

看
視
人
を
つ
け
る
こ
と
。
 

消
火
用
水
等
を
準
備
す
る
 

著
し
く
火
粉
を
発
散
さ
せ

な
い
こ
と
。
 

風
速
七
米
以
上
と
な
る
見

込
み
の
と
き
は
中
止
す
る
こ
と

尚
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙

又
は
火
濯
を
発
し
よ
う
と
す
る

時
は
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
署
に

届
け
て
下
さ
い
。
 

火
災
像
防
査
察
 

を
強
力
に
責
施
 

火
災
季
節
に
入
り
過
去
ニ
回

の
大
火
の
不
安
に
お
の
、
く
五

所
川
原
市
一
一
十四
町
内
会
長
は

十
大
日
市
役
所
楼
上
で
無
火
災

都
市
建
設
へ
の
協
議
会
を
開
き
 

五
名
、
こ
の
中
の
三
台
は
老
朽

で
央
動
不
能
に
加
え
消
火
水
の

設
備
が
不
完
全
で
、
あ
の
事
態

に
逢
つ
た
の
で
し
た
、
五
所
川

原
消
防
署
の
現
状
は
十
年
前
の

大
火
の
当
時
よ
り
比
較
に
な
ら

な
い
進
歩
を
遂
げ
、
上
水
道
の

完
成
も
近
く
消
火
活
動
が
著
し

く
機
動
性
を
増
し
て
い
る
事
実

は
市
民
の
皆
さ
ん
も
御
承
知
の

通
り
で
す
が
、
し
か
し
国
家
消

防
本
部
の
基
準
に
は
程
遠
く
、
 

い
ざ
と
い
う
場
合
万
全
を
期
せ

ら
れ
な
い
状
態
で
す
、
市
の
財
 

;
1、
 
‘
・
ー
・
・
二「
 
；
・
1
 こ
ー
こ

、
、
・
 
；：
 
ー
一
 

、
 
・
・、
・
 
・
‘
;
！
 

宏
、
舘
山
栄
子
、
後
藤
秀
章
、
 

！

イ
ー
 

戸
 

の
 

。
よ
ろ
こ
び
の
部
 
（
出
生
）
 

◇
 
五
所
川
原
 

で
藤
秀
子
、
高
橋
富
志
子
、
柴

谷
真
貴
子
、
福
沢
淳

一
、
吉
田

浩
二
、
佐
藤
裕
子
、
工
藤
強
子

藤

m
貴
子
、
対
馬
裕
典
、
中
道

達
郎
、
島
田
卓
、
新
岡
昇
、
新

岡
信
子
、
李
相
鳳
、
寺
田
孝
子

木
村
由
起
子
、
柳
沢
静
子
、
佐

々
木
章
ニ
、
対
馬
八
重
子
、
原

久
美
子
、
大
構
恵
子
、
神
田
清

子
、
小
野
高
義
、
松
本
列
子
、
 

寺
田
昭
次
、
高
橋
正
俊
、
金
川

和
弘
、
三
ゲ
田
順
子
、
沢
田
桂

子
、
大
村
泰
弘
、
山
口
秀

一
，
 

新
岡
堅

一
、
加
福
種
子
 

◇
 
三
 
好
 

相
馬
英
子
、
開
米
裕
助
、
木
村

由
美
子
、
小
野
幸
雄
、
小
笠
原

昭
彦
、
渋
谷
昭
子
、
田
中
久
子
 

寺
田
利
行
、
木
村
昭
夫
、
葛
西
 

上
千
恵
子
、
舘
山
敏
雄
、
高
橋
 

笠
井
信

一
、
山
川
真
貴
子
、
舘

山
博
、
秋
田
千
生
子
、
川
村
公

美
子
、
工
藤
の
ぽ
る
、
奈
良
春

彦
、
外
崎
近
子
、
笠
井
政
彦
、
 

山
形
隆
一
一
 

◇
 
長
 

橋
 

杉
野
千
鶴
子
、
長
尾
廉
、
石
岡

明
子
、
成
田
文
子
、
中
川
喜
女

乳
井
京
子
、
金
成
光
子
、
長
内

豊
美
、
片
岡
信
幸
 

◇
 
飯
 
詰
 

太
田
万
利
子
、
浅
利
悦
子
、

鳴

海
由
起
子
、
今
恵
久
子
、
長
峰

幸
子
、
柳
原
れ
い
子
、
坂
本
明

浜
舘
勇
太
郎
、
和
島
か
ほ
る
、
 

匿
一
（」
万中
）
 

其
田
良
一
一
 

◇
婚
姻
の
部
 

O
 
五
所
川
原
 

工
藤
定
雄
ー
渋
谷
・

ェ
、
佐

A
 

木
秀
雄
ー
白
川
い
ま
、
春
藤
勇
 

ー
沢
田
み
つ
、
竹
村
文
男
ー
沢

田
み
ち
、
渋
谷
源
八
ー
松
本
リ

ェ
、
清
野
昭
三
ー
震
辺
ハ
ツ
、
 

針
生
正
巳
ー
山
谷
サ
ッ
ェ
、
佐

藤
嘉
七
郎

ー
藤
田
慶
子
、
飛
島

孝
英
ー
小
田
桐
ィ
ッ
子
、
工
藤

昭
三
郎
ー
山
内
友
江
、
平
山
光

雄
ー
木
村
ト
シ
 

。
 
三
 
好
 

一
戸
友
市
ー
成
田
き
さ
 

O
 松
 
島
 

渋
谷
女
男
ー
沢
田
富
子
、
高
橋

春

一
ー
山
上
た
け
、
荒
関
静
子
 

ー
杉
村
茂
、
荒
関
武
男
ー
福
井

は
マ
ょ
、
小
野
正
春
ー
中
村
ナ

ョ
 

O
 栄
 

木
村
慶
栄
ー
伊
藤
と
み
 

。
 
中
 

川
 

白
取
誠

一
ー
桑
田
か
ほ
る
、
和

田
惣

一
ー
富
藤
サ
ダ
、
秋
田
憲

悦
ー
木
村
と
し
、
松
沢

一
ー
加

賀
谷
ミ
キ
、
畠
山
彦
十
郎
ー
荒

関
セ
 。

 
長
 

橋
 

石
岡
正
栄

ー
大
茂
谷
勝
子
、
気

仙
豊
太
郎
ー
秋
元
キ
サ
、
野
呂

武
雄
ー
長
尾
ァ
ィ
子
、
松
野
美

佐
雄
ー
斉
藤
静
江
、
鳴
海
貞
春
 

ー
佐

A
木
キ
ミ
、
間
山
政
広
ー
 

高
橋
フ
ミ
ェ
、
片
岡
政
雄
ー
高

谷

ュ
ミ
 

。
 
飯
 
詰
 

其
田
柾
勝
ー
布
施

二
三
、
西
谷

思
彦

ー
岩
田
フ
ミ
、
今
勇
ー
柴

田
ハ
ツ
 

●

か
な
し
み
の
部
 
（
死
亡
）
 

●
 

五
所
川
原
 

高
田
あ
さ

（
4
4
）
蒔
田
忠
三
（
5
3)
 

三
浦
慶
子
（
3
）
中村
良
介
（
ヌ
）
 

北
川
繁

一
（7
3）鈴
木
素
子
（
4
)
 

下
山
つ
る
（
5
9）柳
本
卯
之
助

（
 

5
3）津
田
し
げ
る
（
3
）
間
山
誠
 

(2
）
敦賀
永
吉
（
6
4）菊
地
や
表
 

(7
6
）
寺
田
と
み
（
6
5)
 

●
 

三
 

好
 

一
戸
ょ
ち
（
7
1)
 

●
 

栄
 

工
藤
専
大
郎
（
7
3)
 

「
 

『
 

 

春
季
火

災
予

防
運

動
 

消
す
ょ

り
出

す
な
 

し
く

n
，
“
湖
 
苗
に
陥

1
に
「
「l
iー
，
i
一
‘
ー
ー
‘
:‘
ー
 

尾
に
え
ま
mメ
“
ー
ノ「
し
「1．
『
ォ
 

〔l

）
ま
・
じ
で
詰
べと
徹
 
ト
予
享
子
 

火
災
消

火
器
 

責
演
と
展
示
会
 

各
地
に
大
火
の
発
生
と
、
も
に
 

人
命
の
損
失
も
大
き
く
、
各
方
 

面
に
悲
話
を
生
ん
で

い
ま
す
が
 

通旦とI 

政
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
基
準
に

達
す
る
設
備
を
持
つ
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
不

備
は
結
局
市
民
の
皆
さ
ん
各
自

の
注
意
と
協
力
と
に
よ
つ
て
補

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
火

さ
い
の
不
安
を
一
掃
し
、
住
み

よ
い
市
を
建
設
す
る
た
め
、
消

防
力
の
強
化
を
図
る
よ
う

一
層

の
御
協
カ
を
御
願
い
す
る
と
共

に
火
防
に
対
し
て
は
こ
の
上
と

も
御
注
意
下
さ
る
よ
う
御
願
い

し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
消
防
署
長
 

た
と
言
つ
た
具
合
に
登
庁
す
る

や
早
速
係
の
者
に
現
場
調
査
を

命
ず
る
が
▼
即
決
主
義
の
市
長

さ
ん
も
歯
の
治
療
だ
け
は
即
決

と
は
い
か
ぬ
ら
し
く
、
時
折
ほ

お
ツ
ぺ
た
を
脹
ら
し
て
は

「
あ
 

、
い
た
ッ
」
▼
歯
の
痛
い
の
は

市
政
に
関
係
が
な
い
か
ら
職
員

に
調
査
を
命
ず
る
わ
け
に
は
行

か
な
い
だ
ら
う
が
、
で
も
痛
い

と
言
う
だ
け
情
張
り
が
な
ん
ぽ

か
治
つ
た
ん
だ
ベ
ナ
、
 と
は
口

の
悪
い
あ
る
議
員
さ
ん
の
蔭
ロ

で
し
た
。
 

（
ホ
）水
利
施
設
の
調
査

、
 

一
の
場
合
に
発
令
す
る
。
 

締
 

余
）
水
利
施
設
の
調
査
』
 

（
へ）
旧
村
落
巡
廻
予
防
査
察
 

〔
ト
）
少
年
湾
防
ク
ラ
プ
育
虜
指
 

（
チ）
そ
の
也
 
一
 

七
メ

1
ト
ル
以
上
に
な
る

市
民
の
皆
様
ょ
り
消
防
署
へ
 

見
込
の
と
き
。
 

火
災
警
報
発
令
に
つ
い
c
覧
宝
 

ニ
、
風
速
毎
秒
十
五
メ
ー
ト
 

.
 

 

導
 
．
 

一

一
（
チ）
そ
の
也
 
一

一
 
市
民
の
山白
様
ょ
り
消
防
署

へ

一
火
災
警
報
発
令
に
つ

い
c
覧
宝
 

の
用
心
、
非
常
に
備
え
て
パ
ケ
 
筆
》
 

一
鍬
与
 

議
・
 

灘
・
，
 

一
 

と
 
議
」

‘
ー
 
ル
以
土
と

な
「
一て
火
災
の
 

撃
 

、
 
‘
 

危
険
大
な
る
と
き

c
 

駿
・
 
三
、

そ
の
他
火
災
予
防
上
危
 

'A 厚ぎ‘  “  二 ．“誉り 

響鷺 L 電驚麟麟‘篇 
J
「
 

察
 

そ
の
他
に
つ
い
て
間
合
せ
が
あ
 

（
」）
危
険
物
、
映
画
拍
昨
の
取

‘
り
ま
す
が
、消
防
法
第
二
十

一
一
 

締
 

「
条
の
規
定

に
よ
り
同
警
報
は
左
 

（
へ
）
旧
村落
巡
廻
予
防
査
察
 
一
 

一
、
実
効
湿
度
大
十
五
％
以
 

〔
ト
）
少
年
湾
防
ク
ラ
プ
育
虜
指
 
下
、

最
低
湿
度
四
十
五
％
 

導
 

．
 

一
 

以
下
に
し
て
、
風
速
毎
秒
 

工
り
七
コ
印
十
る
も
つ

と
す
る
o
 
四
月
一
日
か
ら

実
施
中
の

火
災

来
る
四
月
二
十

四
日
午
前
十
持

一
一
，
r

・
『
い
「

l
，「ト
手

H
 ノ

！
「
ニ

《
、
 

●
 

！

I→

I→
，
ー
 

く
．（
且
〈
、、
 ・
り、
J
'
a
」
‘」
，●
‘
(
t
 一一
 i“
】
 
‘「
l
“
ー
 
「I
'
 

醸
m藁
結
鯛

”
ら輔
薫
醸
師

泳
一
輸
諾
慧
掛
）
競
堅影
競
 

に
各
家
庭
の
火
災
予
防
査
察
を

演
会
が
メ
1
カ

1
の
主
催
で
開
 

系
ト

」
和
つ
ぐ
タ
レ

‘r和
 
菊
池
信
子
 

総
諮
鷲
騒
姦
功
に
唯
残
鋳
熱
離
環

腿
銀
氾

魂
璃
掘
々
山
川
勢
沖小
笠
”隼
、
三
 

5
'1
一
．‘
コ
．
「
‘メ
ーJー

 

ノ
」
、
‘
Jプ
‘，

J
菱
．
 

、ー
 を
廻
つ
て
い
る
。
あ
す
こ
の
下
 
4
1．
フ
フ
 レ
A
一ゆ
は
「
一に
一
」
 

火
器
の
規
模
に
応
じ
た
試
験
を
 
青
山
耕

一
一
 

行
う
事
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
 

◇
 
松
 
島
 

主
催
側
で
は
市
民
多
数
の
参
観
 
中
川
息
子
、
岩
崎
良
子
、
太
田
 

を
希
望
し
て
い
ま
す
o
 

等
、
猪
口
京
子
、
佐
女
木
俊
一
 

1
1

，」
 
市
民
と

の
接
触
 
朗
、
荒
関
丈
、
伊
藤
英
美
子
、
 

臨
時
見
習
消
防
士
 

臨
時
見
習
消
防
士
 

採

用
 
に
 
つ
 
い
 
て
 

採
 
用
 
に
 
つ
 
い
 
て
 

、
採
用
人
員
十
名
 

一
、
採
用
人
員
十
名
 

、
資
 
格
 

一
、
資
 
格
 

“
競
「
雄薪
誘
雑
観
鵬
八才
以上
「
 

1
、
旧
市
内
（
五所
川
原
町
）
居
住
可
能
の
者
 

～
 

る
者
、
又
は
自
動
車
の
免
許
証
を
有
し
、
特
殊
整
～
 

」
 

備
技
術
を
有
す
る
者
 

？
 

一
一
、
申
込
期
日
及
場
所
 

「
 

（
 
昭
和
三
十
一
年
四
月
ニ
十
五
日
、
五
所
川
原
市
消
防
署
一
 

一
 
に
左
の
書
類
添
付
の
上
申
込
み
す
る
こ
と
 

《
 

(
 

一
 

》
 

【
 

、
！

‘
、
、

、
 

一
 
3
、
高
校
卒
業
及
び
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
カ
を
有
す
【
 

」
十
五
才
未
満
の
男
子
 

」
 

3
、
高
校
卒
業
及
び
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
カ
を
有
す
【
 

一
難
縄

月
以内
の無
帽名刺
型）
葉
 

《
◇
試
験
期
日
は
後
日
決
定
す
る
 

一
 

一
 

>
 

報
 

農
 

市
 

原
 

所
 

五
 

日
 

《
叫v
 

h
ノ
ー
 

月
 

d
I
 

年
 

h
‘
〕
 

和
 

昭
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第 20 号 報
 

魔
 

市
 

原
 

所
 

五
 

日
 

A
叫
u
 

《
I
'
 

月
 

4
ー
 

年
 

《
‘〕
 

和
 

昭
 

、
 

中
 

月
 

五
 

⑥

水
 

稽
 

◇

管
理
 

作
業
 
の
 

要
点
 

(1
）
 
寒地
稲
作
に
は
，
燐
勲
、
加
里
肥
料
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
施
用
を
怠
ら
 

徴
収
係
主
任
 

長
橋
診
療
所
勤
務
 

主
 
事
 
小
山
内
貞
雄
 
松
島
支
所
勤
務
 

主
事

古
川
源
左
工
門
 
福祉
事
務
所
勤
務
 

・

ー
 
二
・
 
・
 

主
 
亭
 
秋
元
 
良
 

」
中
 
斜
 
ム
ロ
 
農

林
商
工
課
勤
務
 

主
 
事
 
坂
本
 
栄
三
 

主
 
事
 
敦
賀
 
ヒ
デ
 
福
祉
事務
所
勤
務
 

総
務
課
戸
籍
係
勤
務
 

主
 
事
 
川
村
 
正
勝
 

ー
【
‘
臨
時
雇
 平
山
新
三
郎
 

主
事
補
 
長
尾
 
豊
治
 

税
務
課
勤
務
 

補
主
事
長
需
支
所
動
務
 
、

1
 

農
林
商
矛
野
鮮
長
三
郎
五
所
川
雛
碧
細
本
み
ね

農
林
商
寿軒
舞
‘
直

中
川
地
鴎
驚
佐藤
揚
子
 

ほ
m
」
浄陰
は
厩
農
隣灘
雄
 ー

 
了
奮
ン
又イ
J
'r
う
呈
ー
 

，
二
一
て
肖
フ
‘
コ
プ
‘
 ラ
月
！
<
7
 ‘
ョ
プ
‘一
 一
ー
’
 
一
目

1
 叫

農
地
、
建
設
、
郵
政
、
財
務
各
 
五
所
川
原
商
工
会
議
所
並
び
に
 
ら市
長
室
に
関
係
者
が
集
ま
つ
 
（
 

局
と
折
衝
の
上
一一
十
三日
帰
庁
 
青
森
県
高
体
連
相
撲
部
の
共
催
 
て
行
わ
れた
が
、
入
場
料
は
選
 
帽
 

ー
 
、
ノ
・
・
、
ー
 
に
よ
り

五
所
川
原
小
学
校
相
撲
 
手後
援
費
と
し
て
五
十
円
と
決
 
ト
 

成

田
園

長
 
場
で

開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
の
打

め
た
。
 

『
 

』
 

十
五
日
ま
で
の
十
日
間
東
京
消
 

“
職
馨
ジ
 
去

る
十
」
 
十三
日
一
市
民
か
ら
外
崎
市
長
 
叫
 
ない
こ
と
。
 

防
教
修
所
へ
入
所
、
新
消
防
線

、
、
」
難
鱗
響
 
日
夜
指
名
手
 
宛に
抗
議
文
を
提
出
さ
れ
ま
し
 
瓢
 
（2
）
 保
温
折
衷
苗
代
は
苗
の
生
育
を
み
て
上
、
中
旬
に
除
紙
す
る
こ
と
。
 

合
戦
術
及
び
消
防
の
諸
行
政
の
『
讐
雄
議
燃
紺

配
の
窃
盗
犯
 
たが
、
実
情
調
査
の
結
果
十
五
 
叫
 
（3
）
 
中句
に
は
全
層
施
肥

（
硫安
、
過
石
そ
の
他
）
の
た
め
肥
料
を
撒
布
後
砕
土
し
 

修
鷺
”
競
野

で
研
嘉緩
舞
奪

W
繊
鷺
？

鍵
）
鶏
糖
繕
一
三

墜
襲

育
を
みて
適量
の
追肥を
行
う
、
坪
当
り硫
安
五
ー一つ
匁を
水
に
溶

串
接
媒
人
は
今
回
で
三
人
携
籍
鷲
濡
嘱
臓

甥
籍
孫

総
清

濃
『
解

殴
施
讐
静

に
は本
田
に
潅
水
し

て
荒掻
し以
後
の
作
業
を
早

め
に
行
う
こ
と
、
 

）
●
o
●
o
●
〇
●
〇
●
 
ぜ
ん
と
し

て
同
情
が
集
ま
り
．
 工
藤
大
栄
、
林
浩
、
高
橋
弘
武
 
叫
 
管
恥
の
不
良
に
む
る
出
理
的
立
枯
病
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
か
ら
周
到
な
管
理
を
行
つ
て
 

ワ
イ
遠
征
選
手
の
異
詮
を
行
う
噛

叩
協
功
陰
か
冶
一
」
千
円国

木
村
公
夫
、
下
山
功
、
一
戸
謙
 
』
 健
苗
を
育
成
す
る
よ
う
に
す
る
o
 

＞
ノ・
わ
「
ジ
「
く
戸
石
巨
ジ
‘『
く
 
初
め
五所
川
原
市
か
ら
一一
千
円
 二
節

引
王
雲
、
自
仁
耳
乱
、
 
叱
 
（2
）
 
い
も
ち
病
、
小
粒
き
ん
か
く
病
 

』（
難
灘
難
篇
鯛
鯛
鶏
」「
「
知
眺
）
響
舞
紺ご
慧
静
鱗
鯛
「
盤
か
議
競る
か
ら
、

発
生
地
は
多
目

に
 

f
 
f
 
《
 

な
お
市
内
一
一十
四
町
内
会
長
は
 
鶴

ケ
岡
孫
道

噴

張
 
叫
 
（

ハ
）
稲
ご

ま
は
が
れ
病
は
窒
素
叱
加
里
吹
乏
性
で
ー
っ
が
あ
る
か
ら
、
ノ
発
生
の場
合
 

慧
難
」
ジ
＃
難
濡
繊
岩
熱
落「
蕪滅
難
羅
難
舞欝
薄m
讐
」
 

五
所
川
原
市
事
務
吏
員
 

税
務課
姓
熟熱
藤
R
K郎
 
廿
嬉
霧
標
誘

難
実
遥
決

n
濡

淫
た
o

一
 

”
馨
い
録
1
3諾

録
融
難

黒
務
淳

郡
い
野
続
碑
 

線
響
「？
難
零
」
）
“鳶

難
熱

磯
灘
（
（
「
）
警
け誹影
鯵郭
輪「
 

一運
舞
鷺
難
，
議
ー
灘
麟

犠
機
蕪

ニ
・
 

郎
、
片
山
英

一
、
柴
田
福
大
郎

工
藤
正
雄
、
石
岡
宇
大
郎
、
木

村
三
大
郎
、
佐

A
木
康
人
、
三

上
善
戴
、
平
山
文
三
郎
、
前
田

功
、
石
塚
音
次
郎
、
工
藤
直
蔵
 

市
防

犯
協
会

誕
生
 

市
民
自
ら

犯
罪
を
防
ご
う
 

五
所
川
原
市
防
犯
協
会
設
立
 
久吉
、
山
川
弥
太
、
神
吉
大
郎

総
会
は
去
る
三
月
三
十
日
午
前
 
千
葉千
代
吉
、
小
田
桐
七
郎
、
 

十
時
か
ら
商
工
会
議
所
で
開
催
 
岩舘
忠
雄
 

以
上
 

灘
灘
鍵
騒蒲
矧
婦
難
」
 

難
一
麟
一
 

浅
利
光
輝
、
仙
庭
栄
八
、
鹿
内
 
相
撲

熱
の
盛
ん
な
五
所
川
原

藤
太
郎
、
葛
西
保
、
菊
地
清
助
 
地
方
に
高
校
相
撲
が
不
振
な
の

田
附
健
四
郎
、
中
野
修
三
、
木
 
を
遺
憾
とす
る
関
係
者
が
、
今

村
千
代
吉
、
田
辺
健
造
、
秋
元
 
回全
国
高
校
か
ら
派
遺
す
る
ハ
 

・

→
ー

中

→
‘

→
→
・
 
●
 
ー

ノ
 

f
 

籍
誌
器

”
艦
媛
」
 
重

傷
の
西
巻
刑

事
 

一
 

丘
巨
舞
4
巨

一
目
長
手
」石
 

一
 
．
 

ー
 

‘
 

"
 

数
修
所
へ
入
所
 

全
国
第
廿
回
「
団
長
科
」
研
 4
寸

力
じ
一
恒

界
 

〉
 

全
市

か
ら

同
情
 

ー
 
ー
 
→

‘
◆
甘
ハ
◆
ザー
 
ー
 
ー
 

O
●
〇
●
〇
●
〇
●
〇
●
O
●
O
●
〇
●
〇
●
〇
・
 

懸

下
高
校

相
撲

大
曾
 

〇
●
〇
●
〇
●
〇
●
O
●
〇
●
。
●

O
●
〇
●
〇
●
 

一
（
離
議
」
難一
慧
灘
舞
蕪
博
」ジ

浅
植
す
る
」

J
1
 

千
円
の
見
舞
金
が
贈
ら
れ
た
o
 
1
 

，
 
施
す
よ
うに
す
る
 

f
 
f
 
《
 

市
長
室
財
政
係
長
 

主

一
事
 坂
本
 
繁
成
 
畏
内
 

主
事
補
 
斉
藤
 
一
郎
 
福
祉
事
務所
勤
務
 

注
珂
則

補
主
事
織
麹
謝
庶
務
偏
勤
務
I
 

主
 
事
 
長
谷
部
義
明
 
捕
注醐
 

主
 
事
 
堀
内
 
大
成
 
建
設
裸
庶
務
係
長
 
税
務
課
長

械
佐
 

市
長
室
企
画
係
長
 

使
 
丁
 
溝
江
 
広
ニ
 
主
 
事
 

佐
藤
 

主
 
事
 
島
田
 
克
孝
 
水道
課
勤
務
 
税

務
課
課
税
係
長
 

市
長
室
秘
書
係
主
任
 

属
 

福
士
 
正
章
 
主
《

事
 
三
浦
 

主
 
事
 
山
田
 
秀
雄
 
水道
課
勤
務
 
、
 

税
務
謀
庶
務
係
長
 

秩
務
誹
衛
収
係
長
 

」
す
事
に
な
つ
た
。
 

を
申
入
れ
可
及
的
に
本
年
中
に
 
叫
 
（
ロ）
 
葉
グ
サ
レ
が
出
始
め
る
 

（
新
原
市
事務
麟
堅
造
鱗
競
『
鰐
難

錯

』
糠
器
（
」
誇
」
蕊
い

舞
踊
」
」ヤ
病
菌の
侵
入最
」」
で
す
こ
れに
は
石
灰
硫
黄
合剤
を
撤
布
す
る
 

税
務
課
徴
収
係
長
 

す
事
に
な
つ
た
。
 

ビ
月
、
t
可
之
勺
二
『
F
巨
二
 
叫
 
、
コ
ノ
 
嚇グ
け
レ
メ
廿
冶
ら
る
 

正
雄
般
縫
誘
巌
慧

舞

騒
細
」
」静

醜
”
一

c
報
を
獣
菊
ば
え
と
ど
ろ
お
、
虫
を
同
時
に
ふ
せ
ぐ

に
はD
D
T
乳
剤
又はR
H
 

濃
議

難

撲
舞
」
熊

鷲
」
」
計
一
％
競
濡

穆
鱈
ゆ
轡

注
ぐと同
時に
害虫退
治
の
大
切
 

す
事
に
な
つ
た
。
 

議
耕
謝
晒
 

」
受
喬入
多
維斤
井
劣
津
川
 
鉄
広

税
務
課
麟
務
細

、王
勘
 

劃

i‘
 
津
川
 
鉄
広

語
芳
・
注
‘
夢
詠
村
 

兵
蔵
 

主
事
補
 
鶴
谷
廉
之
助
．
毛
各
・
腔
・
夢

論
、
 
新

吉
 

税
務
課
課
税
係
主
任
1
 

出
身
、
昭
和
一
一
十
七
年警
察
 
1
1仁
L
い
い
n
~
 
HいH

ブ
 

畷
 

天
状
に
な
る
▼
・
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
解
化
始
め
▼
パ
マ
キ
ム
シ
類
の
加
害
が
多
く
な
る
 

官
と
な
り
爾
来
引
続
き
五
所
 
け
し

の
裁
培

は
違

反
 
か
 
こ
れ
に
は
硫
化
鉄
合
剤

止
唯
布
す
る
 

川
原
署
に
勤
務
、
表
彰
十
回
 
し

‘
＞
え
わ
か
わ

」
つ
い
 
叱
 

◇

開
花
中
は
人

工
交
配

を
す

る
 

主
 
事
 
佐
寿
木
喜
郎

市
長
室
財
政
係
長
兼
務
を
解
く
 

舞
麟
舞
一
縛蕪
r
舞
灘難
W
一
網
紗
鄭
『
 

、
《ー

 

い
 

‘
ー
中
！
 


